
DX/新しい介護
～生産性向上推進体制加算と取り組み両立のポイント～

株式会社チャーム・ケア・コーポレーション
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大野 世光（おおの ひろみつ）

㈱チャーム・ケア・コーポレーション 教育研修部副部長/介護DX推進課長

2000年～ 特別養護老人ホームらくらく苑 入社 介護職員/介護主任

2008年～ 株式会社アミーユ（現SOMPOケア ） 入社 ケアマネジャー/ホーム長/SV

2017年～ ㈱チャーム・ケア・コーポレーション 入社 ホーム長/教育研修/介護DX
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（室）

ホーム居室数の推移

2005年
6期

2006年
6期

2007年
6期

2008年
6期

2009年
6期

2010年
6期

2011年
6期

2012年
6期

2013年
6期

2014年
6期

2015年
6期

2016年
6期

2017年
6期

2018年
6期

2019年
6期

2020年
6期

2021年
6期

2022年
6期

2023年
6期

2024年
6期

（計画）

2025年
6期

（目標）

2026年
6期

（目標）

2005年4月 第1号ホーム

「チャームやまとこおりやま」

を開設

2014年9月

首都圏へ進出
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Take home message

□ 複雑に見えるが、前向きな取り組みを実践することで算定可能

□ 生産性向上の取組効果を確認するのは、加算Ⅰ届け出のタイミング

□ 加算Ⅰ 年度報告の準備を行うことが重要

□ デジタル活用で調査・集計作業を効率化し「生産性向上のために生産性低下」を防止

□ 当社の豊富なノウハウで加算取得・生産性向上のご支援を行います



C
opyright (c) C

harm
 C

are C
orporation A

ll rights reserved.

12

57 万人
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これまでの生産性向上の取り組み

2017年 業務スケジューラー＆記録システム導入
生産性向上 元年       業務スケジュール可視化 ～２年で全拠点の標準オペレーションへ～

2021年 業務スケジュール活用深化 ＆ 介護ロボット導入本格化
生産性向上本格化

2022年 介護DX推進課創設
 厚労省：介護ロボット等による生産性向上実証事業

  （2022年・2023年・2024年）

2024年    生産性向上推進体制加算Ⅱ・Ⅰ算定開始
 生産性向上推進体制加算 ＆ 特定施設の人員配置柔軟化の創設
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知識・勘所・経験の差

ベテラン 中堅 新人

◎ ○   △
ベテラン 中堅 新人

○ ○   ○

7:30 A様 食事介助
7:50 B様 トイレ誘導
8:05 C様 口腔ケア
8:15 D様 服薬介助

業務見える化・平準化

介護Tech 導入

生産性
UP!

データ活用 生産性
UP!

生産性
UP!

業務スケジューラー＆記録システム 導入過去 現在

未来
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【今回のストーリー】

１．介護Tech導入（1点）

２．生産性向上委員会の設置・開催

３．生産性向上推進体制加算Ⅱの算定

４．介護Tech導入（3点セット）

５．介護オペレーションの見直し

６．加算Ⅱ 効果測定

７．生産性向上推進体制加算Ⅰの算定

８．年度報告

※本資料は以下、留意事項・通知をもとに当社が独自に作成したものです。

指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サ ービス等に要する
費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について

老高発 0329 第 1 号令和６年３月 29 日  「生産性向上推進体制加算に関する基本的考え方並びに事務処 理手順及び様式例等の提示について」及び「
「指定居宅サービ ス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準」等における生 産性向上に先進的に取り組む特定施設等に係る人員配置基準の 留意点について」の改正について
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１．介護Tech導入（1点）

見守り支援機器

記録システム

インカムorチャット



C
opyright (c) C

harm
 C

are C
orporation A

ll rights reserved.

18

２．生産性向上委員会の設置・開催

開催頻度：3か月に1度
参加者：管理者・ケアを行う幅広い職員・職種

検討事項
(1) 利用者の安全及びケアの質の確保
①見守り機器のログ・通知情報を活用した多職種連携したケアにより
利用者の状態維持を確認

②状態変化等を踏まえた介護ロボットの活用方法の変更の必要性を検討
③見守り機器を活用した安否確認は、必要に応じて定時巡回の実施を検討
④介護機器の使用に起因する介護事故・ヒヤリ・ハット事例の状況把握、
原因分析、再発防止の検討

(2) 職員の負担の軽減及び勤務状況への配慮
 以下項目を職員アンケートorヒアリング確認、適切な人員配置や処遇改善の検討
①ストレスや体調不安等、職員の心身の負担の増加の有無
②職員の負担が過度に増えている時間帯の有無
③休憩時間及び時間外勤務等の状況

(3) 介護機器の定期的な点検
①日常業務中、時間を決めて介護機器の不具合点検
②介護ロボットメーカー等と連携した、定期点検の実施

(4) 職員に対する研修
 介護機器の使用方法・ヒヤリ・ハット事例等の把握と、周再発防止策講習会の 
 定期開催。
※加算（Ⅰ）のみ：適切な役割分担による業務効率化に必要な研修の定期開催
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３．生産性向上推進体制加算Ⅱの算定

NO 要件 項目 要点

1 機器導入

（１）見守り機器（全室）
（２）インカムorチャットツール
（３）介護記録ソフト

いずれか１つ

（１）は入居者または家族へ説明同意必要

2 生産性向上委員会

（１）利用者の安全及びケアの質の確保
（２）職員の負担の軽減及び勤務状況への配慮
（３）介護機器の定期的な点検
（４）職員に対する研修について

3か月に1度開催し、事業所内多職種の参加が必要

3 年度報告

（１） 利用者満足度等調査
（２） 総業務時間 及び 超過勤務時間
（３） 年次有給休暇の取得状況調査

実態報告のみ

２．指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分） (mhlw.go.jp)

240329表紙 事務連絡（都道府県、市町村、介護保険関係団体）高齢者支援課 (mhlw.go.jp)

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001221648.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001238673.pdf
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４．介護Tech導入（3点セット）

見守り支援機器

記録システム

インカムorチャット
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５．介護オペレーションの見直し

（１）業務の細分化・平準化

（２）利用者の介助に集中できる時間帯を設ける

（３）介護助手の活用

（４）介助を伴わない業務の外注
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パターン 要件概要 調査方法

加算（Ⅰ）へ移行

※加算（Ⅱ）取組を3か
月以上継続した成果

① 利用者調査結果が、取組後に悪化していない

② 介護職員の総業務時間・超過勤務時間が短縮

③ 有給休暇取得が取組後に維持又は増加

① 利用者5名程度

②
プランA： 10月の前年比較
プランB：取り組み期間3か月前後比較

③
プランA： 10月の前年比較
プランB：取り組み期間3か月前後比較

加算（Ⅰ）へ移行

※本加算の2024年4月以
前から生産性向上の取
組に着手している場合

① 利用者ヒアリングにおいて、本取組による
悪化がないことを確認、委員会で共有

② 介護職員の総業務時間・超過勤務時間が短縮

③ 有給休暇取得が取組後に維持又は増加

① 利用者5名程度

②
プランA： 10月の前年比較
プランB：取り組み期間3か月前後比較

③
プランA： 10月の前年比較
プランB：取り組み期間3か月前後比較

加算Ⅱの効果を根拠に 加算Ⅰ届出

２．指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分） (mhlw.go.jp)

240329表紙 事務連絡（都道府県、市町村、介護保険関係団体）高齢者支援課 (mhlw.go.jp)

６．加算Ⅱ 効果測定

７．生産性向上推進体制加算Ⅰの算定

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001221648.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001238673.pdf
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８．年度報告

利用者向け調査
（5名程度）

労働時間調査
（全介護職員）

加算Ⅱ 調査報告
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８．年度報告

タイムスタディ調査
（介護職員：日中2名 夜間2名 5日間）

職員向け調査
（全介護職員）

加算Ⅱ 調査報告
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https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/index.html
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介護の価値を
高める
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業務の可視化・課題把握
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■対話

・繰り返しの説明

・気づき、意見の吸い上げ

・意見とスケジュールの照合

■計画（GOAL・見直し項目）
【スケジュール見直し計画】
・食事時間を変更(時間差スタート)
・配膳オペレーション見直し
・入浴時間変更
・排泄ケア見直し
・夜間良眠の取り組み

■導入・改革実施
・インカム
・配膳ロボット
・ポータブルエコー
・自動体位変換器
・見守り支援システム
・速乾ドライヤー
・夜間良眠パッド

■改善・結果
・介護時間の減少
・スケジュールの修正、調整
・改革項目の品質チェック

介護DXの一例（業務改善プロセス）

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001254648.pdf#page=60
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介護Techを多数導入 生産性向上を促進

業務スケジュール可視化
介護記録デジタル化
2017年 導入済

インカム（アプリ型）

2023年 導入済

見守り支援機器

2024年６月 導入55％

配膳ロボット

順次展開中

AIポータブルエコー

2024年8月導入済

YouTube動画

http://192.168.24.64/SilverLandCare_Web/
http://192.168.24.64/SilverLandCare_Web/
https://charmccjp-my.sharepoint.com/:v:/g/personal/h_ono_charmcc_jp/EdoBLtzaDCpEmrGpyf6GuHsBQyN1-RXjS5uhp_1CczpF1g?e=CsHgco&nav=eyJyZWZlcnJhbEluZm8iOnsicmVmZXJyYWxBcHAiOiJTdHJlYW1XZWJBcHAiLCJyZWZlcnJhbFZpZXciOiJTaGFyZURpYWxvZy1MaW5rIiwicmVmZXJyYWxBcHBQbGF0Zm9ybSI6IldlYiIsInJlZmVycmFsTW9kZSI6InZpZXcifX0%3D
https://charmccjp-my.sharepoint.com/:v:/g/personal/h_ono_charmcc_jp/EapuyKTqwWdElC5Au9gQJlABsGlYmTzXIt43Y0yuE6lMIA?nav=eyJyZWZlcnJhbEluZm8iOnsicmVmZXJyYWxBcHAiOiJTdHJlYW1XZWJBcHAiLCJyZWZlcnJhbFZpZXciOiJTaGFyZURpYWxvZy1MaW5rIiwicmVmZXJyYWxBcHBQbGF0Zm9ybSI6IldlYiIsInJlZmVycmFsTW9kZSI6InZpZXcifX0%3D&e=zngvCH
https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/ultrasound/iviz-air/interviews/us-02-iv-8008
https://www.youtube.com/watch?v=tOomAMpoHlU
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Ｕ字の法則
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生産性向上の取組（加算）についてのご相談窓口

豊富な実績を活用した 取り組み支援（コンサルテーション）を承っております（無料・有料）

□ 経営層/施設長様向け 収益改善（加算取得 含む）

□ 現場責任者様向け 生産性向上の取り組み

□ 収益改善と取り組み フルパッケージ

【お問い合わせ】
株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

介護DX推進課 大野 世光（おおの ひろみつ）
Tel：０６－６４４５－３３８９
Mail：charmccDX@charmcc.jp

mailto:charmccDX@charmcc.jp
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